
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続的可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 「野菜の話」講座            ＪＡ名 伊万里 （佐賀県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

自分が普段の食事で食べているものの名前を知ることや、「どこ」で育つかを知る

ことで、その食べものそのものに興味を持ってもらうとともに、ＪＡバンクが地

域の子ども達や住民の豊かな生活づくりに貢献していることを幅広くＰＲするこ

とを目的に開催しました。 

 

２ 概要 子どもの農業や食に対する理解を促進することを目的として、保育園児童（年長）

20名を対象に色んな野菜の名前を知り、実際の野菜を見ることで野菜と親しむ内

容です。 

また、五感を使って食べものを感じる「はてなボックス」は、本物の食材（野菜）

の形や大きさ、感触やにおいなどを楽しみながら遊ぶ「食育ゲーム」を行い、「食」

への興味・関心を持ってもらうためにイベントを実施しました。 

 

３ 成果 

（効果） 

参加した子ども達からは「食」に対して関心を持ってもらうことができた。 

また、今日覚えた野菜の名前を家族に伝える等子ども達から興味・関心を持って

もらうことができた。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も活動を継続していきます。 

 

 

 

 


